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見直しに向けた研究課題等の洗い出し 

大分類Ｄ 販売従事者 

 

１ 説明 

有体的商品の仕入・販売、不動産・有価証券などの売買の仕事、有体的商品・

不動産・有価証券などの売買の仲立・取次・代理などの販売類似の仕事、商品の

売買・製造・サービスなどに関する取引上の勧誘・交渉・受注・契約締結、保険

の代理・募集などの営業の仕事に従事するものをいう。 

ただし、販売に伴う接客サービスに従事するものは大分類Ｅ〔サービス職業従

事者〕に分類される。 

 

２ 分類の体系 

Ｄ販売従事者 

▶有体的商品の仕入・販売                            ･･･32商品販売従事者 

▶不動産・有価証券などの売買の仕事、有体的商品などの 

売買の仲立・取次・代理などの販売類似の仕事    ･･･33販売類似職業従事者 

▶他人を訪問し、販売に関する取引上の勧誘・交渉・受注 

・契約締結などの営業の仕事に従事するもの     ･･･34営業職業従事者 

 

３ 第５回改定における見直し 

・小分類 323飲食店主の移設（大分類Ｄから大分類Ｅへ移設） 

・中分類 34営業職業従事者の新設 

 

現行（平成 21年設定） 旧（平成９年改定） 備 考 

大分類Ｄ 販売従事者 

 

32商品販売従事者 

 

321小売店主・店長 

322卸売店主・店長 

 

323販売店員 

 

324商品訪問・移動販売従事者 

325再生資源回収・卸売従事者 

326商品仕入外交員 

 

大分類Ｄ 販売従事者 

 

32商品販売従事者 

 

321小売店主 

322卸売店主 

323飲食店主 

324販売店員 

 

325商品訪問・移動販売従事者 

326再生資源卸売・回収従事者 

327商品仕入・販売外交員 

 

旧 C の一部、旧 D の一部を統合し

て新 D へ 

旧 26 の一部、旧 32 を統合して新

32 へ 

改称 

改称 

大分類Ｅへ移設 

旧 261 の一部、旧 324 を統合して

新 323 へ 

 

改称 

旧 327 を廃止して新 326 へ 

 →34営業職従事者へ 
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33販売類似職業従事者 

331不動産仲介・売買人 

332保険代理・仲立人（ブローカー） 

333有価証券売買・仲立人、金融仲立人 

334質屋店主・店員 

 

 

339その他の販売類似職業従事者 

 

34営業職業従事者 

341食料品営業職業従事者 

342化学品営業職業従事者 

343医薬品営業職業従事者 

344 機械器具営業職業従事者（通信機械

器具を除く） 

345通信・システム営業職業従事者 

346金融・保険営業職業従事者 

347不動産営業職業従事者 

349その他の営業職業従事者 

33販売類似職業従事者 

331不動産仲介・売買人 

332保険代理人・外交員 

333有価証券売買仲立人 

334質屋店主・店員 

335外交・勧誘員（商品、不動産、保険、

有価証券を除く） 

339その他の販売類似職業従事者 

旧 33 を廃止して新 33 へ 

旧 331 を分割して新 331 へ 

旧 332 を廃止して新 332 へ 

改称 

 

 

 

 

 

現行から新設 

 

４ 第５回改定の検討過程と反映されなかったご意見 

 

・小分類 323飲食店主の移設（大分類Ｄから大分類Ｅへ移設） 

→ 販売とサービスの線引きは、何か？ 

 

・中分類 34営業職業従事者の新設 

→ 新設すること自体については、特段の反対意見なし。 

 

→営業の仕事は、どうやって区分したら分かりやすいのか？ 

 候補１：営業対象（顧客）で分ける （例）法人営業、個人営業など 

 候補２：営業する商材で分ける   （例）食料品営業、不動産営業など 

 

・営業において、高度な専門的知識の要否は、取り扱う商材の種類による？ 

 

・同じ商材を取り扱う場合でも、対法人顧客に多いソリューション型といっ

た専門的・裁量的な要素を持つ営業もあれば、反対に対個人顧客やルート

セールスなどでは比較的単純な営業も考えられるのではないか？ 
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５ 本改定に向けたヒアリング等で寄せられたご意見 

（例１）店舗を持たない無店舗の形態をどのように考えればよいのか？ 

 （例２）ＩＴ普及に伴う「営業」の定義の見直し 

 

６ 国際標準職業分類、厚生労働省編職業分類との比較 

 

（１）国際標準職業分類との比較 

 

・国際標準職業分類では、４段階のスキルレベルに応じて区分。 

→ 分類項目表は資料２－２のとおり。 

 

（２）厚生労働省編職業分類との比較 

 

・中分類レベルで対応関係を整理すると次のとおり。 

→ 小分類レベルで対応関係を整理すると資料２－３のとおり。 

日本標準職業分類 厚生労働省編職業分類 

大分類Ｄ 販売従事者 

 

32  商品販売従事者  

 

 

 

33  販売類似職業従事者 

 

34  営業職業従事者 

大分類 07 販売・営業の職業 

 

044 小売店・卸売店店長 

045 販売員 

046 商品仕入・再生資源卸売の職業 

 

047 販売類似の職業 

 

048 営業の職業 

 

 

 


